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 まず、マグネトポーズの外側に隣接して流れる太陽風の密度と速度を Spreiter and Stahara の
モデルで表し、電荷交換反応のモデルを仮定して、観測している衛星の位置で期待される水素の
ENA の強度プロファイルを導出した。次に、このモデルプロファイルが LENA データに見られ
る指向性を最も説明する条件からマグネトポーズの距離を決定した。 
３つのイベントに適用した結果、マグネトポーズは、その位置に関する過去の統計モデルが示
す動きと比べてよりダイナミックに変動していることが明らかになった。また、マグネトポーズ
が静止軌道を横切るタイミングをモデルから引き出すこともできた。さらに、マグネトポーズが
4.7 地球半径にまで近づいたことがあることも明らかになった。本アプローチが有効になる条件
を検討したところ、太陽風の動圧が比較的大きい必要があることに加えてマグネトポーズに対す
る衛星の適切な位置も必要であることがわかった。 
 
